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村
上

今
日
子

（
経
営
３
）

渥
美
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
今
年

も
他
校
と
合
同
で
ケ
ー
タ
イ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
約
１
年
間
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
し
て
、
私

は
自
ら
考
え
、
計
画
し
、
実
行

す
る
と
い
う
経
験
が
で
き
、
そ

の
過
程
で
多
く
の
こ
と
を
学
び

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

特
に
苦
労
し
た
点
は
メ
ン
バ
ー

間
の
「
意
識
統
一
」
で
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
３
大
学
そ

れ
ぞ
れ
離
れ
た
場
所
で
活
動
を

行
う
た
め
、
話
し
合
い
を
行
う

場
がs

k
y
p
e

を
通
し
て
の
会

議
や
、w

i
k
i

を
使
っ
た
情
報

共
有
が
メ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
会
っ
て
議
論
で
き
る

の
は
５
月
と
１１
月
に
行
っ
た
３

校
合
同
合
宿
の
み
で
し
た
。
こ

の
た
め
情
報
伝
達
が
完
全
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
考
え

が
微
妙
に
ず
れ
る
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
お

互
い
意
見
を
ぶ
つ
け
、
納
得
い

く
ま
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

２
回
あ
る
合
同
合
宿
で
は
、
各

校
メ
ン
バ
ー
が
対
面
し
て
話
し

合
え
る
唯
一
の
場
で
あ
る
た

め
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
夜
遅

く
ま
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。

ま
た
合
同
合
宿
で
は
、
協
力

企
業
様
の
ご
指
導
も
い
た
だ

き
、
直
接
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

め
方
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
と
い

う
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
専
大
内
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
構
築
の
際
は
、
人
に

よ
っ
て
受
け
取
り
方
や
、
考
え

方
が
違
う
た
め
な
か
な
か
意
見

が
ま
と
ま
ら
ず
、
夜
遅
く
ま
で

議
論
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

苦
労
を
通
し
て
、
私
は
み
ん
な

で
１
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
の
達
成
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で

工
夫
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
人

と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
す
。

実
際
に
、
計
画
し
実
行
す
る
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
す
べ
て
が
計
画

通
り
に
い
か
な
い
こ
と
を
痛
感

し
、
そ
の
時
々
で
ど
う
し
た
ら

良
く
な
る
か
、
先
に
進
め
ら
れ

る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
際
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
相
談
し
た
り
意
見
を
求
め

た
り
し
て
、
支
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
意
見
交
換
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
中
で
物
事
を
整
理

し
一
番
良
い
選
択
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
他
大

学
と
の
交
流
か
ら
得
た
も
の

は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
の
楽

し
さ
や
充
実
感
で
す
。

私
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を

通
し
て
確
信
を
も
っ
た
こ
と

は
、
頑
張
っ
て
い
る
人
は
、
必

ず
周
り
か
ら
評
価
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
と
し
て
頑
張
る
こ
と

で
、
専
大
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
他
校
の
メ
ン
バ
ー
も
信
頼

し
て
く
れ
、
協
力
し
て
も
ら
え

る
う
れ
し
さ
や
充
実
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

苦
労
し
た
分
、
私
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
多
く
の
こ
と
を

考
え
、
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
ス
テ

ッ
プ
と
し
、
さ
ら
に
上
へ
と
成

長
で
き
る
よ
う
挑
戦
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第

１
原
発
事
故
で
東
京
・
神
奈

川
周
辺
に
避
難
し
て
い
る
方

々
の
心
の
ケ
ア
の
無
料
相
談

を
行
っ
て
い
る
心
理
教
育
相

談
室
（
室
長
∥
藤
岡
新
治
人

間
科
学
部
教
授
）
で
は
臨
床

心
理
士
、
臨
床
心
理
学
を
研

究
す
る
大
学
院
生
ら
が
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
・
支
援
活

動
や
研
修
会
を
展
開
し
て
い

る
。現

地
に
支
援
物
資
を
送
る

な
ど
、
活
動
の
輪
は
学
内
に

と
ど
ま
ら
ず
被
災
地
に
も
広

が
っ
た
。

●
南
相
馬
市
で
子
ど
も
た
ち

と
交
流

福
島
県
南
相
馬
市
の
託
児

所
「
き
っ
ず
く
ら
ぶ
」
を
、

１１
月
２２
日
、
１２
月
１８
日
の
両

日
、
同
相
談
室
の
臨
床
心
理

士
２
人
と
大
学
院
生
数
人
が

訪
問
。
障
が
い
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
や
母
親
ら
４０
人
と
交

流
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
託
児
チ

ー
ム
か
ら
の
要
請
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
だ
。

同
市
は
津
波
で
住
居
や
仕

事
を
失
い
、
学
校
も
再
開
の

め
ど
が
立
た
ず
、
長
期
化
す

る
原
発
問
題
で
人
口
の
半
数

が
流
出
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
１
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
。
院
生

た
ち
は
竹
馬
を
す
る

な
ど
子
ど
も
た
ち
と

元
気
に
遊
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
母
親
の
話
に

耳
を
傾
け
た
。

１２
月
１８
日
は
同
地

で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
、
院
生
ら
５

人
が
参
加
。
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
支

援
で
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
同

相
談
室
は
、
今
後
も
定
期
的

に
交
流
を
行
う
予
定
だ
。

●
豪
か
ら
講
師
迎
え
被
災
者

支
援
研
修
会

１１
月
２５
日
に
は
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
被
災
者
支
援
研
修

会
を
院
生
ら
１０
人
が
参
加
し

て
開
催
。
被
災
地
視
察
の
た

め
に
来
日
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
心
理
学
者

リ
ン
・
ペ
イ
ジ
さ
ん
の

講
演
を
聞
い
た
。

リ
ン
さ
ん
は
豪
心
理

学
会
の
資
金
援
助
を
受

け
て
の
来
日
。
当
日

は
、
同
国
の
自
然
災

害
、
洪
水
、
山
火
事
な

ど
災
害
時
の
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
の
実
践
に
つ
い
て

話
し
た
。
世
界
的
に
大

規
模
自
然
災
害
が
多
発
す
る

昨
今
、
国
境
を
超
え
た
災
害

時
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
必
要
と
い
う
提

案
を
受
け
、
継
続
し
た
相
談

室
と
の
交
流
を
約
束
し
て
く

れ
た
。

経
営
学
部
・
渥
美
幸
雄
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
、
今
年
も
理
系
大
学
２
校

（
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、
神

奈
川
工
科
大
学
）
と
の
共
同
企
画

「
ケ
ー
タ
イ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組

ん
だ
（
今
回
で
５
回
目
）
。
渥
美

ゼ
ミ
か
ら
は
３
年
次
生
８
人
が
参

加
、
３
校
の
総
勢
２９
人
が
、
文
・

理
異
な
る
専
門
分
野
を
生
か
し
、

専
大
生
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
提

案
、
理
系
大
学
生
が
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
と
い
う
分
担
で
展
開
。
発

表
会
は
１２
月
１４
日
、
本
学
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
協
力
企
業
の
参
加
の

も
と
開
か
れ
、
研
究
成
果
を
披
露

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
子

を
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
村
上
今

日
子
さ
ん
に
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

渥
美
ゼ
ミ
参
加
学
生
氏
名
（
敬

称
略
）
∥
村
上
今
日
子
、
飯
塚
克

之
、
杉
本
美
里
、
小
笠
原
健
人
、

菅
ケ
谷
佳
祐
、
中
里
拓
也
、
森
本

拓
海
、
飯
野
椋
太

国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｓ
・

Ｉ
・
Ａ
（
中
村
紀
子
代
表
・

文
２
）
は
、
年
賀
は
が
き
な

ど
書
き
損
じ
郵
便
は
が
き
を

収
集
し
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）に
寄
付
し
、

発
展
途
上
国
の
食
糧
支
援
に

寄
与
す
る
活
動
を
２
０
０
８

年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。

こ
の
活
動
は
本
年
度
、「
多

摩
区
・
３
大
学
連
携
協
議

会
」
が
後
援
と
な
っ
た
。
本

学
構
内
（
９
号
館
と
１０
号
館

に
は
が
き
回
収
ボ
ッ
ク
ス
４

基
設
置
）
の
ほ
か
多
摩
区
役

所
、
明
治
大
学
、
日
本
女
子

大
学
で
も
回
収
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
活
動
の
輪
が
広
が

っ
た
。
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣
の
商

店
に
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。

１
月
２７
日
ま

で
集
め
ら
れ
た

は
が
き
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ハ
ン
ガ
ー

・
フ
リ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
に
渡

し
、
換
金
さ
れ
て
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
な
ど
発
展
途
上
国
の

学
校
給
食
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
。
家
に
眠
っ
て
い
る
書
き

損
じ
は
が
き
１
枚
が
お
か
ゆ

１
杯
分
に
な
る
。

担
当
の
渡
邉
浩
太
さ
ん

（
法
１
）
は
「
私
た
ち
の
活

動
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
い
、
途
上
国
で

の
国
際
協
力
の
一
助
に
な
れ

た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
（
枝

光
慶
子
代
表
・
商
４
）
の
第

４５
回
定
期
演
奏
会
が
１１
月
２６

日
、
東
京
・
府
中
の
森
芸
術

劇
場
で
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。マ

ン
ド
リ
ン
に
よ
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
編
成
で
メ
ン
バ
ー

２４
人
は
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
」

「
海
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

「
星
の
航
路
」、

ク
リ
ス
マ
ス
ポ

ッ
プ
ス
メ
ド
レ

ー
な
ど
ア
ン
コ

ー
ル
を
含
め
全

１０
曲
を
披
露
。

訪
れ
た
１
２
０

人
を
魅
了

し

た
。ス

テ
ー
ジ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
水

野
郁
さ
ん
（
文

３
）
は
「
定
期

演
奏
会
は
、
１
年
間
の
活
動

の
総
仕
上
げ
。
全
力
投
球
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
『
感
動

し
た
』
と
の
声
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
る
。
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
は
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、

卒
業
生
と
の
交
流
や
他
大
学

と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
も
活
発
に

行
っ
て
い
る
。

１９
チ
ー
ム
が
ソ
フ
ト

バ

レ

ー

で

熱

戦

体

育

祭

２
０
１
１
年
度
体
育
祭

（
実
行
委
員
長
∥
鈴
木
崇
浩

さ
ん
・
商
４
）が
１２
月
３
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

１９
チ
ー
ム
が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
競
っ
た
結
果
、
男

女
混
合
リ
ー
グ
が
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
愛
好
会
、
男
子
リ
ー
グ

は
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

書
道
研
究
会
が

鳳
祭
選
抜
展
開
催

書
道
研
究
会
（
前
代
表
∥

金
岡
勇
佑
さ
ん
・
商
３
、現
代

表
∥
田
代
弘
樹
さ
ん
・
商
２
）

は
、
創
立
１
３
２
年
鳳
祭
で

展
示
し
た
作
品
の
中
か
ら
力

作
、
約
２０
点
を
選
抜
し
、
１２

月
３
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
１７

日
間
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
選
抜
展
を
開
い
た
。

理系大学と共同、ビジネスモデル提案

途
上
国
の
食
糧
支
援
に

５５回回目目をを迎迎ええたたケケーータタイイアアププリリ開開発発ププロロジジェェククトト

Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
が
書
き
損
じ
は
が
き
収
集

明
大
、
日
本
女
子
大
で
も
展
開

経営・渥美ゼミ

▲ 発表する村上さん（壇上右から３人目）

メ
ン
バ
ー
の「
意
識
統
一
」に
努
力

「星の航路」など１０曲披露
マンドリンクラブ定期演奏会

現
地
で
交
流
会
や
研
修
会

心
理
教
育
相
談
室

被
災
地
支
援
活
発
に

▲ リンさん（中央）を迎えて研修会

▲ 南相馬市でのクリスマス会

（１０）２０１２年（平成２４年）１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９６号


